


 
  

      保健師の活動基盤に関する基礎調査について 

                相馬悦代（愛知県精神保健福祉センター）  
 

皆様には、看護協会公式ホームページ上の調査に対し、 

県看護協会職能委員会からの参加の呼びかけに、快く御協力を 

いただき ありがとうございました！！ 
 

 

ご存知のように、 

平成２１年８月１０日（月） 

から約３ヶ月間にわたって、 

日本看護協会 (日看協 )により、厚生     

労働省委託の先駆的保健師活動交流  

推進事業として、全国の保健師を対象 

とする基礎調査が、実施されました。 
 

調査の目的は、保健師一人ひとり

の実態から、私達がおかれている就労

環境や現任教育・研修体制の現状や

課題を明らかにすることです。 
 

 保健師の就労領域や分野は、実に

幅広いことが表から読み取ることがで

きます。活動の場が拡大してきた現在、

おのおのの活動を連携していくことが、

今後一層求められていくと思います。 

 

 そこで、働くすべて保健師の声を把握

するために、保健師職能委員会として

も調査への参加の呼びかけを行なって

きました。 

                                        正規職員はもちろん、産休・育休中、及                                                   

びパートの保健師等 100％の参加を確   

認していただいた職場もあり、皆様のご

協力に感謝しています。 

 

 今後は、この調査結果の還元を受け、

日本看護協会と連動して、保健師の課

題に取り組むと共に看護協会の存在意

義をより広く周知し、すべての保健師が

会員となるよう働きかけをしていかなく

てはと思っています。 

                                           

                                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「保健師の活動基盤に関する基礎調査」参加状況 

所属組織 
平成 18年  

就業者調査 
参加者数 参加率 

県  

 

1,309 

 

 

19  

 

 63.9 

 

 

保健所 226 

保健所設置市 112 

市町村 479 

地域包括支援センター  37 ＊ 

医療保険者   13 ＊  

企業・事業所 172 102 59.3 

健診センター・労働衛生機関   19 ＊ 

病院、診療所 102 15 14.7 

訪問看護ステーション 5 3 60.0 

介護老人保健（福祉）施設 7 1 14.3 

社会福祉施設 23 2 8.7 

教育・研究機関 55 17 30.9 

その他 73 16 116.4 

計 1,746 1,061 60.8 

 
県民健康祭！！盛況でした～★★★ 

                     原田裕子（名古屋市子ども青少年局子育て支援課） 
 

平成２１年９月１９日（土）から２日間にわたり、恒例の県民健康祭が開催され保健師職

能委員が中心になって担当した看護協会ブースには延９４４人の参加がありました。 

絵本の早読みなど、いくつかの内容を行いましたが最も人気があったのは「脳年齢測定

コーナー」と「身体のゆがみチェック」でした。 
 

脳年齢測定コーナーはゲーム感覚で数字を眼で追いキーをたた 

くものですが、そこにはスピードが要求されます。老いも若きも皆さん 

必死で戦闘に挑む気合いでやっておられました。自分が思っていたより 

脳年齢が若く判定されたり逆に老けて判定されたりで、参加者の表情は 

悲喜こもごもです。 
 

また身体のゆがみチェックは、目を閉じての足踏み 50 回で足の位置の移動状態

で評価するのですが、とんでもないところへ動いていってしまう方もおられ、そんな

時は本人もまわりの方も大笑いになる楽しい企画でした。楽しんでいただきながらも

これをきっかけに、心身ともに健康保持と増進に気を配っていただければと思いま

す。 

 

 
保健師職能委員会研修会について 

鈴村みえ子（阿久比町地域包括支援センター）   
 

平成２１年９月１４日に、「連携」と「保健師活動のあり方」をテー

マに研修会を開催しました。 
 
現場からの報告としてお二人の方から現場での保健師活動や

思いを発表していただき、職能委員からは、保健師が連携を図る

には、保健所の管内保健師研究会が大きな役割を果たすと考え、

アンケートを実施し報告しました。多くの保健所では、この研究会

を情報交換・連携の場と考え活用され、どこで働いていても「保健

師」はつながり、それを生かし活動していると実感しました。 
 
また、講演では、群馬大学 錦織 正子先生が、保健師の役割・

専門性について振り返り、保健師活動のあり方について熱い思い

をこめて話され、「地区活動は保健師活動の使命を果たす最適な

手法です。」のことばに地区活動のあり方を再認識させられまし

た。参加者は 30名ほどでしたが、有意義な研修会でした。 

保健師職能委員より 

保健師職能委員よりひとこと  
玉置紀代子（名古屋市中村保健所）   

  

委員を引き受けて、「委員会」「研修会」「イベント」など平日、休日と大変だなと思うこともあるのですが、出

かければ「心躍ること」に数多く出会え、また保健師という職を大切に思う人との出会いは、快いものでした。 

  さらに、委員として、考え、行動するなかで、私たちの職能を守るのは やはり 

「看護協会」であることが実感できました。 

原田委員

 

玉置委員 

 

松浦委員 

阿部委員長 

鈴村委員 

相馬委員 

調査に参加するきっかけは？ 
 
都道府県看護協会
保健師職能委員会 

からの伝達 

７％ 

 

＊は、『その他』として計算しています。 

✿一度お読みください✿ 

この報告書は、保健師が改めて地区 

活動をイメージし積極的に実践して 

いく為の道しるべとなる物です。 

 




